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129 第二章　正徹本の本文

第
二
章
　
正
徹
本
の
本
文 

　
　
　
　
　
　
─
国
文
研
本
・
京
都
女
子
大
本
・
慶
應
大
本
・
書
陵
部
本
を
中
心
に

─

一
　
は
じ
め
に

本
章
で
は
、
国
文
研
本
、
京
都
女
子
大
本
、
慶
應
大
本
、
書
陵
部
本
を
中
心
と
し
て
正
徹
本
の
本
文
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

正
徹
は
東
福
寺
栗
棘
庵
の
裏
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
「
招
月
庵
」
を
出
て
以
降
、
応
永
三
十
一
年
（
一
四
二
四
）
の
四
十
四
歳
頃
か
ら
死

去
す
る
長
禄
三
年
（
一
四
五
九
）
の
七
十
九
歳
頃
ま
で
住
居
を
転
々
と
し
て
い
る
。
稲
田
利
徳
氏）（
（

に
よ
れ
ば
、
頻
繁
に
行
わ
れ
た
転
居
は

正
徹
の
「
生
来
の
漂
泊
精
神
」
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
外
的
な
要
因
が
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
原
因
の
一
つ
に
火
災
が
あ
る
。
文
献
に

よ
る
も
の
だ
け
で
も
、
正
徹
は
三
度
の
火
災）（
（

に
遭
遇
し
て
い
る
。

永
享
四
年
（
一
四
三
二
）
四
月　

今
熊
野
焼
失
→
京
極
辺
へ
→
三
条
坊
門
西
洞
院
辺
へ

文
安
五
年
（
一
四
四
八
）
四
月　

土
御
門
万
里
小
路
の
新
造
焼
失

長
禄
元
年
（
一
四
五
七
）
三
月　

草
庵
焼
失
→
三
条
西
洞
院
へ

こ
れ
ら
の
火
災
に
よ
り
、
所
持
本
の
多
く
が
焼
失
し
て
い
る
こ
と
は
正
徹
の
歌
集
『
草
根
集
』
か
ら
も
窺
え
る
。
永
享
四
年
（
一
四
三

二
）
四
月
二
日
の
今
熊
野
の
草
庵
火
災
な
ど
は
類
火
で
あ
り
、
正
徹
自
身
の
過
失
で
は
な
い
。
注
目
す
べ
き
は
、
正
徹
本
が
書
写
さ
れ
、
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為
相
本
と
校
合
し
た
と
思
わ
れ
る
嘉
吉
三
年
（
一
四
四
三
）
本
、
文
安
三
年
（
一
四
四
六
）
本
が
、
こ
れ
ら
の
火
災
の
起
き
た
間
に
書
写

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
う
し
た
三
度
の
火
災
に
関
わ
る
事
項
と
し
て
、
享
徳
元
年
（
一
四
五
二
）
年
八
月
六
日
、
仏
地
院
（
園
城
寺
・
三
井
寺
）
の
長
算
に
宛

て
た
正
徹
の
書
状）（
（

が
あ
る
。
小
川
寿
一
氏）（
（

、
松
原
（
三
浦
）
三
夫
氏
、
稲
田
氏
が
す
で
に
指
摘
し
、
書
状
の
全
文
を
掲
載
し
て
い
る
の
で
、

こ
こ
で
は
書
状
の
内
容
は
す
べ
て
明
示
し
な
い
が
、
概
略
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

所
蔵
者　

京
都
の
宮
崎
半
兵
衛
氏
→
河
野
信
一
記
念
文
庫
（
現
今
治
市
河
野
美
術
館
）

判
読　
　

猪
熊
信
男
氏
（
蜂
須
賀
喜
心
の
子
。
猪
熊
夏
樹
の
養
子
。
宮
内
庁
図
書
寮
御
用
掛
）・
小
川
寿
一
氏
・
稲
田
利
徳
氏

書
誌　
　

縦
二
十
六
・
〇
糎
、
横
七
十
一
・
〇
糎
の
横
長
の
懐
紙
。
掛
け
物
仕
立
。

内
容　
　

享
徳
元
年
（
一
四
五
二
）
八
月
六
日
、
仏
地
院
（
園
城
寺
・
三
井
寺
）
の
長
算
に
宛
て
た
書
状
。
飛
鳥
井
雅
親
卿
の
三
度
に

渡
る
依
頼
に
て
、
公
方
様
（
足
利
義
政
）
へ
、
八
月
十
五
日
よ
り
『
源
氏
物
語
』
を
講
義
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、

三
井
寺
蔵
『
源
氏
物
語
』
の
写
本
を
拝
借
し
た
い
と
の
依
頼
状
。

小
川
氏
に
よ
れ
ば
、
京
都
の
宮
崎
半
兵
衛
氏
旧
蔵
の
書
翰
で
あ
り
、
所
蔵
を
転
々
と
し
た
後
、
今
治
市
河
野
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
た
正
徹

の
書
状
で
あ
る
。
宮
崎
氏
は
、『
大
成
』
に
お
い
て
、
河
内
本
系
統
の
伝
藤
原
俊
成
筆
『
源
氏
物
語
』（
鈴
虫
巻
）
を
所
持
し
て
い
た
と
さ

れ
る
人
物
で
あ
る
。
こ
の
伝
俊
成
筆
鈴
虫
巻
は
現
在
、
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
の
所
蔵
（
請
求
記
号
：
九
一
三
・
三
六
／
イ
三
九
五
、

重
要
美
術
品
）
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
小
川
氏
が
書
翰
の
「
判
読
に
つ
い
て
は
猪
熊
信
男
氏
に
よ
る
處
が
多
い
」
と
さ
れ
る
猪
熊
信
男

氏
）
（
（

は
、
国
文
学
者
猪
熊
夏
樹）（
（

（
一
八
三
五
～
一
九
一
二
）
の
養
子
で
あ
る
。
猪
熊
夏
樹
氏
は
、
明
治
時
代
の
国
文
学
者
で
あ
り
、
讃
岐
白

鳥
神
社
祠
官
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
京
都
の
白
峯
宮
（
現
白
峯
神
宮
）
の
造
営
に
尽
く
し
、
宮
司
と
な
る
。
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）

一
月
に
宮
中
御
開
講
に
て
『
古
事
記
』
を
進
講
し
、『
源
氏
物
語
湖
月
抄）（
（

』
の
校
訂
を
行
っ
た
人
物
で
あ
る
。

書
状
に
見
え
る
三
井
寺
の
長
算
は
、『
草
根
集
』
に
も
た
び
た
び
登
場
す
る
正
徹
の
和
歌
仲
間
で
あ
り
、
正
徹
は
何
度
も
三
井
寺
の
歌

会
に
招
か
れ
て
い
る
。
三
井
寺
は
紫
式
部
の
父
、
為
時
が
出
家
し
た
場
所
で
あ
り
、
紫
式
部
の
異
母
兄
、
定
暹
が
い
た
場
所
で
も
あ
る
。

書
状
の
中
で
気
に
な
る
の
は
、

①
（
ソ
デ
書
）「
御
本
す花
ち
る
里
よ
り

ま
よ
り
槿
ま
て
十
帖
借
給
は
は
畏
入
存
候
へ
く
候
」

②
「
桐
壺
よ
り
榊
辺
ま
て
も
又
か
り
と
ち
の
愚
本
を
持
参
可
申
候
」

と
い
う
二
箇
所
の
記
述
で
あ
る
。
②
「
桐
壺
」
か
ら
「
榊
（
賢
木
）」
ま
で
は
手
元
に
あ
る
の
で
、
続
き
の
①
「
花
散
里
」
か
ら
「
槿

（
朝
顔
）」
ま
で
の
十
帖
を
貸
し
て
ほ
し
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
①
「
す
ま
よ
り
」
と
あ
る
の
を
消
し
て
、「
花
ち
る
里
よ
り
」
と
訂
正
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
確
実
に
花
散
里
巻
か
ら
所
望
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
正
徹
本
が
書
写
さ
れ
た
前
後
、
正
徹
の
庵
は
火
災
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
際
、
正
徹
の
手
元
に
あ
っ
た
『
源

氏
物
語
』
の
一
部
（「
花
散
里
」
以
降
の
巻
）
も
火
災
に
見
舞
わ
れ
て
消
失
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
考
え
れ
ば
、
正
徹
本
の
桐

壺
巻
か
ら
賢
木
巻
ま
で
と
、
花
散
里
巻
以
降
の
夢
浮
橋
巻
ま
で
で
は
、
正
徹
本
の
性
格
に
違
い
が
見
え
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
章
で
は
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
正
徹
本
本
文
の
実
態
を
探
る
こ
と
と
す
る
。

二
　
本
文
校
異
の
割
合

正
徹
本
本
文
の
比
較
対
象
と
し
て
、
以
下
の
正
徹
本）（
（

を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。
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・
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
本
（
五
十
四
帖
）［
国
文
研
本
］

・
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
本
（
五
十
四
帖
）［
慶
應
大
本
］

・
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
（
五
十
四
帖
）［
書
陵
部
本
］

・
京
都
女
子
大
学
図
書
館
吉
澤
文
庫
蔵
本
（
桐
壺
巻
）［
京
都
女
子
大
本
］

現
在
確
認
で
き
る
正
徹
本
の
う
ち
、
国
文
研
本
・
慶
應
大
本
・
書
陵
部
本
は
五
十
四
帖
揃
本
で
あ
り
、
京
都
女
子
大
本
は
桐
壺
巻
の
み
の

零
本
で
あ
る
。

仮
名
写
本
の
書
写
行
為
が
行
わ
れ
る
際
の
表
記
上
の
差
異
に
つ
い
て
論
じ
た
斎
藤
達
哉
氏）（
（

に
よ
れ
ば
、
慶
應
大
本
と
国
文
研
本
の
五
十

四
巻
の
改
行
箇
所
の
一
致
状
況
を
比
較
す
る
と
、
改
行
箇
所
の
一
致
が
多
い
巻
と
少
な
い
巻
が
あ
る
と
い
う
。
斎
藤
氏
は
、
国
文
研
本
と

慶
應
大
本
の
改
行
箇
所
の
一
致
を
、
あ
る
一
定
の
規
則
に
し
た
が
っ
て
点
数
化
し
、
点
数
の
多
い
順
、
つ
ま
り
、
一
致
箇
所
の
多
い
順
に
、

五
十
四
巻
を
Ａ
～
Ｅ
の
五
つ
の
群
に
分
類
し
て
い
る
。

Ａ
群
（（（.0

～（0.0

点
）
計
三
十
九
巻

紅
葉
賀
、
花
散
里
、
蓬
生
、
関
屋
、
松
風
、
薄
雲
、
朝
顔
、
少
女
、
玉
鬘
、
初
音
、
胡
蝶
、
蛍
、
常
夏
、
篝
火
、
野
分
、
行
幸
、
梅

枝
、
藤
裏
葉
、
若
菜
上
、
若
菜
下
、
柏
木
、
横
笛
、
鈴
虫
、
夕
霧
、
御
法
、
幻
、
匂
宮
、
紅
梅
、
竹
河
、
橋
姫
、
椎
本
、
総
角
、
早

蕨
、
宿
木
、
東
屋
、
浮
舟
、
蜻
蛉
、
手
習
、
夢
浮
橋

Ｂ
群
（（（.（

～（0.0

点
）
計
三
巻

澪
標
、
藤
袴
、
真
木
柱

Ｃ
群
（（（.（

～（0.0

点
）
計
一
巻

絵
合

Ｄ
群
（（（.（

～（0.0

点
）
計
三
巻

空
蟬
、
末
摘
花
、
花
宴

Ｅ
群
（（.（

～0

点
）
計
八
巻

桐
壺
、
帚
木
、
夕
顔
、
若
紫
、
葵
、
賢
木
、
須
磨
、
明
石

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
斎
藤
氏
は
、「
奥
書
を
有
す
る
巻
ほ
ど
改
行
箇
所
に
不
一
致
が
生
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
」
り
、
国
文
研
本
と

慶
應
大
本
は
「
巻
に
よ
っ
て
は
書
写
態
度
が
異
な
る
こ
と
が
判
明
し
た
」
と
述
べ
る
。
第
二
篇
第
一
章
で
正
徹
本
の
奥
書
の
保
有
数
を
明

示
し
た
よ
う
に
、
国
文
研
本
の
奥
書
が
あ
る
巻
（
桐
壺
・
帚
木
・
空
蟬
・
夕
顔
・
若
紫
・
末
摘
花
・
紅
葉
賀
・
葵
・
賢
木
巻
の
九
巻
）
や
慶
應

大
本
の
奥
書
が
あ
る
巻
（
桐
壺
・
帚
木
・
空
蟬
・
夕
顔
・
若
紫
・
末
摘
花
・
花
宴
・
葵
巻
の
八
巻
）
ほ
ど
、
改
行
箇
所
の
一
致
し
な
い
巻
が
多

い
傾
向
が
見
ら
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
ふ
ま
え
て
、
正
徹
本
の
本
文
四
種
（
国
文
研
本
、
慶
應
大
本
、
書
陵
部
本
、
京
都
女
子
大
本
）
の
比
較
対
象
と
し
て
、
各
Ａ
～
Ｅ

群
よ
り
一
巻
ず
つ
、
桐
壺
巻
、
花
宴
巻
、
花
散
里
巻
、
澪
標
巻
、
絵
合
巻
を
取
り
出
し
、
校
異
数
を
数
値
化
し
た
結
果
が
表
（
（
次
頁
）

で
あ
る
。
京
都
女
子
大
本
は
桐
壺
巻
の
み
の
零
本
の
た
め
、
表
で
は
桐
壺
巻
の
み
で
比
較
対
象
と
し
て
い
る
。
本
文
を
対
校
す
る
際
に
は
、

「
い
・
ゐ
」「
え
・
へ
」「
ひ
・
ゐ
」「
う
・
ふ
」「
む
・
ん
」「
お
・
を
」
な
ど
の
表
記
の
差
異
、「
給
・
給
ふ
」「
給
て
・
給
ひ
て
」
な
ど
の

表
記
、
異
本
注
記
な
ど
は
校
異
数
に
含
め
な
か
っ
た
。
異
本
以
外
の
補
入
や
ウ
音
便
表
記
、「
な
と
・
な
ん
と
」、
ミ
セ
ケ
チ
後
の
表
記
は

反
映
し
、
校
異
数
に
含
め
る
こ
と
と
し
た
。

例
え
ば
、
桐
壺
巻
の
国
文
研
本
と
慶
應
大
本
（
国
慶
）
で
は
二
十
五
例
、
花
散
里
巻
の
国
文
研
本
と
慶
應
大
本
（
国
慶
）
で
は
十
一
例

の
校
異
箇
所
が
見
え
る
。
こ
れ
を
『
大
成
』
の
文
字
数
で
割
合
を
計
算
す
る
と
、
桐
壺
巻
は
全
体
の
文
字
数
一
一
、
四
八
〇
文
字
中
、
二
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